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水痘（入院例に限る） （Varicella < Chickenpox >） 

14例の報告があり、男性が8例、女性が6例でした。年齢層別では20歳代が4例、10歳未満および40歳代が

各3例、70歳代が2例、10歳代および60歳代が各1例でした。推定感染地域は日本国内13例、不明1例でした。

ワクチンについては、4例（10歳未満および20歳代各2例）では接種が確認できましたが、他の10例では接種

が確認できませんでした。 

梅毒 （Syphilis） 

137例の報告があり、病型は早期顕症梅毒Ⅰ期が55例（40.1%）、早期顕症梅毒Ⅱ期が46例（33.6%）、無症

状病原体保有者が35例（25.5%）、晩期顕症梅毒が1例（0.7%）でした。男女別では男性が97例（70.8%）、女性

が40例（29.2%）でした。年齢層別では20歳代が44例（32.1%）、30歳代が38例（27.7%）、40歳代が29例（21.2%）、

50歳代が16例（11.7%）、60歳代が4例（2.9%）、10歳代および70歳代が各2例（1.5%）、80歳代および90歳代が

各1例（0.7%）で30歳代以下が6割強を占めており、また女性に限定すると半数以上が20歳代以下でした。推

定感染地域は日本国内が123例（89.8%）、海外（渡航先不明）が2例（1.5%）、不明が12例（8.8%）でした。 
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